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平成21年度玉川村体育協会表彰者�

個人・団体名� 所　属� 主　な　成　績�

優

秀

選

手

賞

�

石川地区小体連陸上競技大会走り幅跳び：第１位�

石川地区小体連陸上競技大会走り高跳び：第１位�

小学生陸上競技交流会石川・岩瀬大会６年男子１００Ｍ走：第２位�

石川地区小体連陸上大会1,000Ｍ走：第２位及び県中管内：第９位�

小学生陸上競技交流会石川・岩瀬大会６年男子100Ｍ走：第１位�

石川地区小体連陸上大会女子走り幅跳び：第１位�

棚倉六万石少年剣道大会/石川剣道連盟大会（４年生以下）第１位�

石川剣道連盟大会　小学６年生の部：優勝�

平田村剣道大会　小学５・６年生の部：準優勝�

花火の里浅川剣道大会/石川剣道連盟大会他：第１位�

古殿ミニバスケットボールスポーツ少年団設立１０周年大会：優勝�

玉川ライオンズ杯ミニバスケットボールジュニア大会：優勝�

福島県中学校新人陸上大会１００Ｍ走：第３位�

福島県中学校新人陸上大会女子８００Ｍ走：第１位�

ふくしま駅伝大会　第７区：区間賞（村の部）�

全日本青少年型競技空手道選手権大会高校女子型競技の部：第３位�

第３回韓国国際空手道選手権大会女子型競技の部：第３位�

福島県高等学校体育大会陸上競技４×４００Ｍリレー：準優勝�

福島県高等学校体育大会陸上競技４×４００Ｍリレー：準優勝�

福島県高等学校女子春季選抜ソフトボール大会：第３位�

福島県総合体育大会ソフトボール競技：第３位�

ふくしま駅伝大会　第１１区：区間賞（村の部）�

第２回全世界ウェィト制空手道選手権大会型競技の部：準優勝�

玉一小：6年�

玉一小：6年�

須釜小：6年
�

�

須釜小：6年�

須釜小：6年�

須釜小：4年�

須釜小：6年
�

�

�

�

�

泉中：1年�

泉中：2年�

泉中：2年�

光南高：1年
�

�

学法石川高：3年�

学法石川高：3年�

尚志高：3年
�

�

池田温泉病院�

玉川村役場�

〈小　高〉�

〈竜　崎〉�

〈北須釜〉
�

�

〈　吉　〉�

〈南須釜〉�

〈南須釜〉�

〈南須釜〉
�

�

�

�

�

〈竜　崎〉�

〈小　高〉�

〈竜　崎〉�

〈川　辺〉�
�

〈竜　崎〉�

〈川　辺〉�

〈蒜　生〉
�

�

〈川　辺〉�

〈南須釜〉�

鈴木　　駿�
滝川　　悟�

草野　佑太
�

�
須釜　佑介�
大野　裕美�
関根永梨奈�

阿部慎太郎
�

�
�
�
�
深谷　浩太�
矢吹　涼華�
小林　采記�

酒井　毬衣
�

�
小林　隆宏�
吉田　拓磨�

眞弓　沙紀�
�
坂本　和子�
増子　広行�

玉川バスケットボールスポーツ少年団�

須 釜 少 年 剣 友 会 �【団体】�

玉川村体育協会�
平成21年度の玉川村体育協会（溝井賢一郎会長）
表彰式が２月24日、たまかわ文化体育館で行われ、
優秀選手賞16名・2団体が表彰されました�
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平成21年度玉川村文化団体連絡協議会表彰者�

個人・団体名� 所　属� 主　な　成　績�

文

化

優

秀

賞

�

文
化
功
労
賞�

村民文化祭での諸流派による生け花展を行うなど、率先して地域内での鑑賞の

機会をつくり、美の精神を普及するとともに家庭にも活かせる技術を広めた�

多年にわたり平鍬踊りの笛奏者の中心として会の活動・運営に貢献�

多年にわたり会の役員として運営や地域文化活動に貢献�

多年にわたり会の事務局として運営や地域文化活動に貢献�

多年にわたり会の運営や地域文化活動に貢献�

第５９回全国小中学校作文コンクール福島県審査で最優秀賞、全国中

央審査で読売新聞社賞を受賞�

県児童画展で最上位の県児童画展賞を受賞�

県中学生「家庭の健康」作文コンクールで福島放送賞を受賞�

第３３回福島県書道連盟選抜展で読売新聞社賞を受賞�

第３３回福島県書道連盟選抜展で産経新聞社賞を受賞�

第３３回福島県書道連盟選抜展で毎日新聞社賞を受賞�

第３３回福島県書道連盟選抜展で民友新聞社賞を受賞�

第５５回青少年読書感想文県コンクールで準特選�

ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会で優良賞。県下小・中学校音楽祭金賞。�

全日本合唱コンクール全国大会で銅賞。県声楽アンサンブルコンテストで金賞�

近江神宮全国高校かるた選手権初段の部４位、高校かるた東北大会団体の部で準優勝�

民謡中年の部県大会優勝、民謡民舞中年の部で全国大会出場�

第９７回日本水彩画展入選。第６３回県総合美術展で県美術奨励賞・県文化スポーツ局長賞を受賞�

生け花愛好会
�

�

小高民俗芸能保存会�

こまどり会�

阿部歌謡カラオケ教室連合会�

玉川こぶし会�

玉一小２年
�

�

玉一小５年�

須釜中３年�

泉中２年�

泉中２年�

泉中２年�

泉中２年�

泉中３年�

�

�

安積黎明高２年�

民謡しげる会�

絵画クラブ�

〈小　高〉
�

�

〈小　高〉�

〈小　高〉�

〈南須釜〉�

〈小　高〉�

〈　中　〉
�

�

〈　中　〉�

〈　中　〉�

〈川　辺〉�

〈蒜　生〉�

〈川　辺〉�

〈岩法寺〉�

〈　中　〉�

�

�

〈川　辺〉�

〈南須釜〉�

〈岩法寺〉�

吉田ミネ子
�

�

関根　和美�

溝井　宏子�

塩澤　　茂�

宗形　仲子�

古寺　由季
�

�

小針　彩希�

近内　　優�

味原　沙記�

車田　純一�

酒井　佑果�

倉鎌　瑞希�

滝川　彩加�

�

�

矢部　眞穂�

小原　三男�

川田　正裕�

（団体）村立泉中学校：合唱部�

玉川村文化団体連絡協議会�
平成21年度の玉川村文化団体連絡協議会（石井
庄八会長）の表彰式が３月２日、たまかわ文化
体育館で行われ、功労者５名、成績優秀者11名・
　　　　１団体が表彰されました。�
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玉川村�
13％�

20代以下�
10％� 30代�

6％�

40代�
13％�

50代�
23％�

60代�
33％�

70代以上�
14％�

県外�
7％�

未回答�
1％�未回答 1％�

石川町�
12％�

郡山市�
10％�

須賀川市�
17％�

いわき市�
15％� その他�

近隣市町村�
14％�

その他�
県内市町村�
11％�

来場者の�
住まい�

来場者の�
年　齢�

イチジクの「購入経験の有無」と年齢の関係�

70代以上�

60代�

50代�

40代�

30代�

20代以下�

0 20 40 60 80 100

（人）�

購入経験がある�

購入経験がない�

イチジクの「好き嫌い」と年齢の関係�

70代以上�

60代�

50代�

40代�

30代�

20代以下�

0 20 40 60 80 100

（人）�

好き�

嫌い�

食べたことがない�

　昨年10月、道の駅「たまかわ」の玉川村生産物直売所「こぶしの里」内で、母畑開発

パイロット事業実施農用地の有効活用として栽培が期待されているイチジクの消費動向

についてのアンケート調査が、国営母畑地区農地利活用推進プロジェクトチームにより

行われました。�

　アンケートは、イチジクの販売時期に合わせて実施し「こぶしの里」来場者に対して性別・年齢等の基本的事項のほか、
購入する量や食べ方について聞き取りし、２日間で２７０人から回答がありました。�

★回答者の年齢層としては、６０歳以上の方が約半分を占めており、地元の玉川村、石川町のほか、近郊都市や県外の
来場者からも回答がありました。�
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農委� 農業を始められる面積要件が変わります!

住民�
税務�

　農地法の改正に伴って、農地を取得するための要件である下限面積【農地の権利取得後に達していなけれ

ばならない経営面積：農地法では５０アール以上と規定】が農業委員会で決定できることになりました。�

　玉川村農業委員会では、泉地区における、新たに農業を始めたい個人や法人の最低経営面積を次のように

変更しました。詳しくは玉川村農業委員会へお問合せください。�

　平成22年度固定資産税に係る帳簿の縦覧を次

により行います。�

�

◆期　間：４月１日～５月25日の平日のみ�
◆時　間：午前８時30分～午後５時�
◆場　所：玉川村役場住民税務課�
◆お問合せは住民税務課固定資産係�

　　　　　　　　　　　　57－4622まで�

　
３
月
、
４
月
の
異
動
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、
「
日

曜
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。�

�

▼
月
日:

３
月
28
日
と
４
月
４
日�

▼
時
間:

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で�

▼
内
容:

各
種
証
明
書
の
交
付
、
住
民
異
動
届�

　
　
　
　
印
鑑
登
録
・
証
明
書
お
よ
び
戸
籍
関�

　
　
　
　
係
届
の
受
付
、
国
民
健
康
保
険
に
係

　
　
　
　
る
異
動
の
受
付
等
等�

　�■
問
合
せ
先�

　
　
役
場
住
民
税
務
課
　
　
57
―

４
６
２
４�

　
　
役
場
健
康
福
祉
課
　
　
57
―

４
６
２
３�

〈変　更　前〉�

泉　地区�

須釜地区�

50アール以上�

10アール以上�

〈変　更　後〉�

泉　地区�

須釜地区�

玉川村農業委員会：事務局　  0247－57－4628

30アール以上�

10アール以上�

『
日
曜
窓
口
』を
開
設�

固定資産税に係る土地・家屋�
の価格などの縦覧実施�

　アンケート調査の結果概要として、イチジクの好みについては、�
若年層から高齢者層まで年代を問わず「味や食感が好き」という�
回答が多く、イチジクの食べ方については「甘露煮やジャムに加�
工した後、冷凍保存して長期間にわたって食べている」という人�
が多い傾向にありました。�
　その他、イチジク販売への要望や加工品開発へのアイデアなど�
もありました。�
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２月20日、中国拳法の指導を受ける参加者�

表彰状を手に上澤さん（右から２人目）右端は吉田校長�

　
極
真
空
手
道
連
盟
極
真
館
主
催
に
よ
る

国
際
指
導
者
合
宿
が
２
月
19
日
か
ら
21
日

に
か
け
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
合
宿
に
は
、
国
内
や
中
国
、
カ
ナ
ダ
、

ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
な

ど
14
ヶ
国
か
ら
140
人
の
支
部
長
・
指
導
者

ら
が
参
加
し
、
廬
山
初
雄
館
長
や
廣
重
毅

副
館
長
ら
か
ら
、
空
手
道
の
型
や
組
手
、

棒
術
さ
ら
に
審
判
技
術
な
ど
を
習
得
し
て

い
ま
し
た
。�

　
今
年
で
４
年
目
と
な
る
こ
の
合
宿
は
、

毎
年
日
本
と
ロ
シ
ア
で
開
か
れ
て
お
り
、

日
本
で
は
福
島
県
が
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

玉
川
に
各
国
の
指
導
者
集
合
！�

極
真
館
国
際
指
導
者
合
宿�

　２月12日、福島市で行われた福島県教育委員会の

教育・文化関係表彰特別功績者表彰で「優秀教職員の

部」を受賞された村立泉中学校の上澤史子教諭が２月

16日、役場を訪れ草野副村長に受賞を報告しました。�

　「身の引き締まる思いです」と語る上澤さんは、�

授業や特設合唱部などで優れた指導を発揮し、合唱コ

ンクールで全国大会出場に導きました。�

�

泉中・上澤先生、石川郡内初の受賞�
福島県教育委員会特別功績者表彰�

鈴木校長に贈呈目録を手渡す大木会長（右）�

　東京玉川会（大木吉孝会長）が村立玉川第一小学校
（鈴木文雄校長）に、液晶プロジェクターやデジタル
一眼レフカメラ、マルチプリンターなど全７品目30
万円相当を学習用機材として寄贈。�
　２月12日、同校で贈呈式が行われ、大木会長が｢子
供たちのために役立ててほしい｣と鈴木校長先生に贈
呈目録を手渡しました。�
　同会では毎年、故郷の公共施設や学校などに寄贈を
行っています。�
�

玉川第一小学校へ真心の寄贈�
東京玉川会記念品贈呈式�

消火器使用方法の実技を行う婦人消防隊員�

春野菜の新種について学ぶ受講者�

　
玉
川
村
婦
人
消
防
隊
（
八
木
玲
子
隊
長
）

に
よ
る
防
火
教
室
が
２
月
28
日
、
須
賀
川

消
防
署
で
行
わ
れ
、
村
内
各
地
区
の
婦
人

消
防
隊
員
ら
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
防
火
教
室
で
は
、
消
防
署
員
の
指
導
で

心
肺
蘇
生
法
の
実
技
や
て
ん
ぷ
ら
鍋
消
火

訓
練
、
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
、
身
近
な
場
所
で
発
生
し
た
火
災

な
ど
か
ら
、
生
命
財
産
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
知
識
と
技
術
を
、
隊
員
ら
が
真

剣
に
習
得
し
て
い
ま
し
た
。�

身
近
な
救
命
・
消
火
を
学
ぶ�

婦
人
消
防
隊
防
火
教
室�

村長に贈呈目録を手渡す井戸沼所長（右）�

　
東
北
電
力
（
株
）
須
賀
川
営
業
所
（
井

戸
沼
節
夫
所
長
）
か
ら
村
に
防
犯
灯
自
動

点
滅
器
10
器
（
取
付
け
工
事
含
む
）
が
寄

贈
さ
れ
、
３
月
４
日
に
役
場
村
長
室
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
自
動
点
滅
器
は
、
明
る
さ
を
感
知
し
防

犯
灯
を
点
灯
さ
せ
る
も
の
で
、
従
来
、
故

障
に
よ
り
昼
間
で
も
点
灯
し
て
い
た
防
犯

灯
に
、
こ
の
点
滅
器
を
取
り
付
け
る
こ
と

に
よ
り
、
電
気
料
の
節
約
と
二
酸
化
炭
素

の
削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

防
犯
灯
の
自
動
点
滅
器
寄
贈�

東
北
電
力
須
賀
川
営
業
所�

　玉川村生産物直売所こぶしの里の生産者講習会が２
月24日、村就業改善センターで開催され登録生産者
ら約100人が受講しました。�
　講習は、春野菜の最新情報と、農薬の飛散防止や残
留農薬基準など農薬の適正使用について学び、さらに
４月から変わる新しいレジシステムの説明まで幅広い
内容で行われ、受講者は熱心に講師の話に聞き入って
いました。�

春の新種や農薬対策など学ぶ�
こぶしの里生産者講習会�

記録更新をめざして跳ぶ参加者�

　２月２８日、玉川村青少年育成村民会議南須釜地区
推進協議会主催による第２４回目となる縄跳び大会が、
村体育センターで行われました。�
　大会には、鏡石町や矢吹町などの村外を含め地区内
外から８８人が参加し、記録に挑戦しました。�
　総合結果は次のとおりです。�
�
　・優　勝　大和田誠人くん（須釜小４年）2,805回�
　・準優勝　関根永梨奈さん（須釜小４年）2,541回�
　・３　位　石井　祐奈さん（須釜小４年）2,264回�

大和田君、初優勝!!
南須釜地区縄跳び大会�

　東京玉川会（大木吉孝会長）では、玉川村出身
者で東京または首都圏近郊に在住する方々を対象に、
会員を募集しています。�
　親戚や友人、同級生など該当される方がおりま
したら、ご紹介くださいますようお願いいたします。
事務局より入会案内をお送りさせていただきます。�
�

東京玉川会�

★東京玉川会事務局：玉川村役場企画産業課　　0247‐57‐4629/　 0247‐57‐3952
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健康福祉課だより�

あなたの問題解決を支援するための相談窓口が全国各地にあります!

皆さんにご理解いただきたい3つのポイント!

◆こころの健康相談ダイヤル　 0570‐064‐556　　◆多重債務相談　 024‐521‐0999�
◆県中保健福祉事務所　 0248‐75‐7811　　　　　◆玉川村役場：健康福祉課　 57‐4623�
�

内閣府自殺対策推進室作成パンフレットより引用�

広報たまかわ　平成22年３月�
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総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

自
動
車
税
納
期
は
５
月
31
日�

�　
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
（�

午
前
０
時
）
現
在
で
運
輸
支
局
の�

登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者
（
割

賦
販
売
購
入
の
場
合
は
使
用
者
）

が
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す�

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
（
一
部
取
扱
っ
て
い
な
い
店

舗
も
あ
り
ま
す
）�

　
納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
転
居
等
に
よ

り
届
か
な
い
場
合
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。�

※
減
免
制
度
に
つ
い
て�

　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
納
税
義

務
者
の
申
請
に
よ
り
、
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

５
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。�

▼
問
合
せ
先�

　
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税�

　
第
二
課�

　
　
０
２
４
―

９
３
５
―

１
２
６
１�

��

国
家
公
務
員「
国
税
専
門
官
」の�

採
用
試
験
（
大
卒
程
度
）�
�　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
税
務
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
仙
台
国
税
局
に
採
用
さ
れ
ま
す

と
税
務
大
学
校
で
の
研
修
後
、
仙

台
国
税
局
管
内
（
東
北
６
県
）
の

税
務
署
に
配
属
さ
れ
ま
す
。�

▼
受
験
資
格�

　
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人�

　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
も
の�

（
１
）
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び

　
　
　
平
成
23
年
ま
で
に
大
学
卒

　
　
　
業
見
込
み
の
人�

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ

　
　
　
る
要
件
と
同
等
の
資
格
が

　
　
　
あ
る
と
認
め
る
人�

▼
受
験
申
込
受
付
期
間�

　
平
成
22
年
４
月
１
日
（
木
）
か

　
ら
４
月
14
日
（
水
）
ま
で�

▼
受
験
申
込
書
の
請
求
先�

　
最
寄
の
税
務
署
ま
た
は
仙
台
国

　
税
局
人
事
第
二
課�

▼
問
合
せ
先�

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
　
試

　
験
研
修
係�

　
　
０
２
２
―

２
６
３
―

１
１
１
１�

�

「
引
越
し
相
談
所
」の
開
設�

�　
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と

な
る
３
月
、
４
月
の
２
ヶ
月
間
、

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
団
体
で
あ
る

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
県

内
７
ヶ
所
で
「
引
越
相
談
所
」
を

開
設
し
、
電
話
等
に
よ
る
引
越
し

等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。�

　
緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利

用
し
て
の
引
越
し
や
、
引
越
し
に

伴
う
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
最
寄
の
引
越
相
談
所
へ
相

談
く
だ
さ
い
。�

▼
最
寄
の
引
越
相
談
所�

・
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
郡
山
支
部�

　
０
２
４
―
９
６
３
―
０
７
８
０�

　
０
２
４
―
９
６
３
―
０
７
８
１�

・
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
須
賀
川
支
部�

　
０
２
４
８
―
７
６
―
５
９
２
３�

　
０
２
４
８
―
７
２
―
９
５
３
３�

　
相
談
時
間
帯
は
、
電
話
が
土
・�

日
・
祭
日
を
除
く
月
曜
か
ら
金
曜

ま
で
の
９
時
か
ら
16
時
ま
で
。
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
は
終
日
受
付
け
て
お
り

ま
す
。�

��

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集�

�　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構�

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
発
展
途
上

国
で
２
年
間
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。�

　
募
集
説
明
会
な
ど
詳
し
く
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
青
年
海
外
協
力

隊
訓
練
所
〈
　
０
２
４
３
―
２
４

―
３
２
０
０
〉
ま
で
。�

▼
応
募
期
間�

　
４
月
１
日
〜
５
月
17
日
ま
で�

～いずみ幼稚園ひなまつり会（３月３日）より～�
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泉保育所「ひなまつり会」より（３月３日）�

環
境�

衛
生�

���

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
29

年
度
ま
で
毎
年
度
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
平
成
22
年
度

の
保
険
料
は
月
額
一
万
五
、
一
〇
〇

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
保
険

料
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
毎
年
４
月

の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
一
年
分
の

「
納
付
書
」
に
よ
っ
て
、
翌
月
の
末

日
ま
で
に
納
め
ま
す
。�

　
窓
口
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
含
む
）
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座

振
替
も
で
き
ま
す
。�

�

　�
�

　
保
険
料
は
、
一
年
分
ま
た
は
六
ヶ

月
分
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
に

つ
い
て
、
前
納
す
る
と
割
引
に
な
り

ま
す
。�

　
例
え
ば
、
平
成
22
年
度
の
一
年
分

の
保
険
料
を
現
金
で
前
納
す
る
と
一

七
万
七
、
九
八
〇
円
で
、
年
間
三
、

二
二
〇
円
（
一
・
八
％
）
の
割
引
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
口
座
振
替
に
よ

っ
て
前
納
す
る
と
、
一
七
万
七
、
四

〇
〇
円
で
、
さ
ら
に
有
利
な
年
間
三
、

八
〇
〇
円
（
二
・
一
％
）
の
割
引
に

な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口
座

振
替
の
早
割
」
で
一
ヶ
月
早
め
て
納

付
す
る
と
、
年
間
六
〇
〇
円
（
月
額

五
〇
円
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
平
成
22
年
度
の
一
部
納
付

（
一
部
免
除
）
の
保
険
料
月
額
は
、

四
分
の
三
納
付
で
一
万
一
、
三
三
〇

円
、
半
額
納
付
で
七
、
五
五
〇
円
、

四
分
の
一
納
付
で
三
、
七
八
〇
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
部
納
付

に
つ
い
て
も
前
納
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。�

　
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、

お
申
込
み
い
た
だ
い
て
か
ら
二
ヶ
月

程
度
か
か
り
ま
す
。
お
申
込
み
は
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
◆
問
合
せ
先�

　
　
郡
山
年
金
事
務
所�

　
　
　
０
２
４
―

９
３
２
―

３
４
３
４�

年�
金�

■
平
成
22
年
度
の�

　
　
　
　
国
民
年
金
保
険
料
月
額
と�

　
　
　
　
　
　
　
有
利
な
前
納
割
引
制
度�

★
保
険
料
は
月
額�

　
　
　
一
万
五
、
一
〇
〇
円�

�

★
有
利
な
前
納
割
引
制
度�

平成21年度�
旧一般廃棄物最終処理場�
各種検査結果のお知らせ�

　村では、吉地内にある旧一般廃棄物最終�
処分場の環境基準を維持するため、各種検
査を実施しておりますので、その結果をお
知らせします。�
�
■水質検査：共同省令＜環境省/厚生労働�
　　省＞第２条第２項第２号に基づく検査�
　　項目及びダイオキシン検査　�
　★結果：すべての項目は基準値以下である�
■ガス検査�
　　項目：メタン・硫化水素濃度検査�
　★結果：メタン・硫化水素とも検出なし�

　国井初代（南須釜）さんが「公民館や

幼稚園で使ってください」と、手縫いの

“ぞうきん”５０枚を村に寄贈しました。�

　初代さんの愛情が込められた“真心の

ぞうきん“大事に使います。�

11

〈平成21年11月：関東地方〉�

　「廃品回収している。不要なものはないか」と男性２
人が突然訪れた。返事する間もなく、家の中を見回して、
勝手に物置から自転車２台とストーブを引っ張り出し
てきた。代金をたずねたら「自転車１台千円」というの
で２千円になると思い了承した。しかし、軽トラックに
積み込んだ後に１３万円請求された。「戻して」と言い
かけたが、怖くて手持ちの全額１１万３千円を支払っ
てしまった。その後、業者は携帯電話で私の顔写真を撮っ
て帰った。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　【７０歳代／女性】�
　　　　　　　　《ひとこと助言》�
★巡回中の廃品回収業者に声をかけ、その後トラブル
になるケースが多く報告されています。今回は業者
が一方的に訪問して来て、法外な料金を請求するも
のです。★粗大ごみの処分方法が分からない場合は、
市区町村に問合せましょう。�
★廃品回収業者とのトラブルは、お住まいの自治体　
の消費生活センター等にご相談ください。�

　３月２日、東京精工株式会社（取締役
社長：多胡滋春氏）から村に善意が寄せ
られました。�

◆福島県消費生活センター　　024－521－0999�
　　《平日のみ：午前９時～午後６時30分》�

★自転車の盗難防止のため�

　　　鍵は「二重ロック」で!!

標準装備の鍵�
市販の�
自転車用�
ロック�

2
1

３月１日現在の村のようす�
（前月比）�

2 , 0 2 2  戸 �

7 , 3 1 0  人 �

3 , 6 1 9  人 �

3 , 6 9 1  人 �

（＋ 9 戸 ）�

（－ 6 人 ）�

（－ 4 人 ）�

（－ 2 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

南須釜地区縄跳び大会より� 婦人消防隊防火教室より�

村長に寄付を手渡す多胡社長（右）�村長に寄付を手渡す多胡社長（右）�
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